
＜様式１０－２＞

（令和６（２０２４））年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　紫野　）児　童　館

活動名
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

(1)乳幼児とその保護者を対象とす
る活動

①はとぽっぽ

37 129 2 140 2 273

①みつばちマーチ
29 110 1 96 118 4 329

①おしゃべりクラブ

36 64 1 1 41 68 8 183

②あそびの広場
39 370 231 601

②涼しくあそぼ
9 61 42 103

②あったかくあそぼ
2 23 14 37

②ほっこりあそぼ 3 7 5 12

(2)家族参加を促す活動

図書館お楽しみ会 2 15 6 26 2 3 23 20 95

わらべうた
ベビーマッサージ

11 33 45 78

赤ちゃん絵本読み聞かせ

3 17 19 22 4 62

ぴよっこ広場

4 31 39 20 90

子育て講座
「親子で絵本を楽しもう」

1 3 4 7

子育て講座
「トイレトレーニング」

1 3 4 7

子育て講座
「アロマで楽しく育児」

1 4 5 9

子育て講座
「離乳食の話」

1 3 18 5 26

講師の先生を招き、アロマの虫よけスプレーを作ったり、
アロマについて話を聞く。

実際にその場で虫除けスプレーが作れたり、互いにハンドマッサージをしたり、アロ
マの活用方法も教えていただいた。参加者がリラックス出来て好評だった。

管理栄養士さんをお招きし、乳児をもつご家庭と高校生に
向けて離乳食の話をしていただく。

基本的な離乳食の進め方、食材の使用ポイント、災害時の乳児への授乳や離乳食の方
法等をお話していただく。高校生には馴染みの薄い話ではあるが、新鮮に感じたり、
離乳食を始めとする子育ての苦労も感じてもらえた。

ボランティアサークル「さくら会」や北図書館職員による
絵本の読み聞かせや手遊びを楽しむ。

パペットを使った歌やパネルシアターなどいろいろなツールで読み聞かせや手遊びな
どを通して親子でゆったりとした時間が過ごせた。図書館に任せきりな部分もあるの
で、意識改善を行い、参加者の増加や満足度につなげていきたい。

鳳徳学区民生児童委員協議会主催のサロン。職員は手あそ
び、絵本読み聞かせ、パラバルーンで協力する。

民生児童委員の地道な声掛け、広報により、ぴよっこ広場を目的に来る親子もいる。
ワークショップでは地元ならではの話、鍼灸師によるお話など母親たちが話題に参加
しやすいように工夫もされて、楽しい時間となっている。次年度は服やおもちゃのお
譲り会も検討したい。

えほん館の花田さんを招き、絵本の紹介、読み聞かせに関
することをお話しいただく。

今年度は、丁寧な打ち合わせを行い、例年通りのプログラムに加え、お気に入り絵本
の持参など試みたが、申込が少なかった。参加者は丁寧な解説が好評だったが、次年
度は実施有無を検討したい。

毎月1回講師を招いてオイル不使用のわらべうた風ベビー
マッサージをする。

出産後初の児童館の利用されるきっかけとなっている。オイル不使用で手軽に参加で
き、気持ち良さそうな赤ちゃんの表情で和やかな雰囲気となる。今後も積極的に乳幼
児クラブへの紹介などを行い、児童館の利用へつなげていきたい。

就学前乳幼児親子対象の自由参加のひろば。大型遊具を出
して年齢問わず遊べる。

近隣の小規模保育園の利用も継続的にあり、午前中の居場所となっている。その他、
乳幼児親子の参加が少なくなる傾向にあるが、自由にゆったりと過ごせる場となって
いる。

7月8月の乳幼児クラブの設定のない日に児童館を自由解放
する。

ゆったりとあそんだ後、昼食を食べておられ好評だった。ニーズが高いことがわかっ
た。

１２月の乳幼児クラブの設定のない日に児童館を自由解放
する。

参加者が少ない分、ゆっくりとあそべた。長期休業が終わるのを待っておられる方も
おられ、ニーズがあるので、広報に力を入れていきたい。

保健師さんにお越しいただき、トイレトレーニングについ
てお話ししていただく。

今トイレトレーニング中の方、これから取り組む方それぞれの立場から悩み出し合
い、情報交換の場にもなった。保健師の話は一般的な内容だったので、今後も依頼す
るかは検討する必要がある。

内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
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入会時点で概ね1歳半以上の乳幼児親子の登録制クラブ。
体操、手あそび、工作、、おでかけ、季節の行事を通して
交流を図る。

毎週集まって活動をする中で、保護者同士、乳幼児同士の交流が深まり、共に成長を喜ぶ姿が見
られた。年度の前半と後半で参加者が入れ替わった状態になった。年度途中で長期欠席される方
への対処方法を統一する必要がある。幼稚園のプレと曜日が重なっていて参加できないとの声も
複数あり、次年度は曜日を変更して実施する。

0歳児親子、妊婦の登録制クラブ。自己紹介、テーマトー
ク、ふれあいあそびを通して子育ての仲間づくりを支え
る。

登録数は多いが毎週参加する親子は多くはない。子育て情報共有以外の話でも盛り上
がり、母親たちのリフレッシュの場となっている。トーク以外の取り組みも検討した
い。

1歳児以上親子の登録制クラブ。子どもは自由にあそび、
それを見守りながら主に子育て関連の話をして、悩みや不
安を解消したり情報交換するクラブを６年度から新設し
た。

登録、参加者は年間通して少なかった。12月から鳳徳学区の民生児童委員さんも参加
してくださったものの保護者がおしゃべりするだけでは来館の目的にはならないこと
が判明した。週替わりで講座や親子ヨガ、工作等楽しみながらリフレッシュできるク
ラブを検討していきたい。

参　　　　加　　　　人　　　　数
実施
回数 乳幼児

小１～３年小４～６年
中高生 大人

ボランティア
合計

３月、4月の乳幼児クラブの設定のない日に児童館を自由
解放する。 参加者は少ないが、ゆっくりとあそべたり、いろんなことをしゃべったりできた。

地域の諸団体による読み聞かせや語り、オペレッタを楽し
む。

いろいろな「お話」を楽しむことができた。また、大谷大学の学生や語り部の会の方
など多団体と連携し、世代間の交流ができた。



子育て講座
「歯の話」 1 2 3 5
子育て講座
「ママのボディメイクヨ
ガ」 2 18 20 38

子育て講座
「イヤイヤ期の対応」

1 3 4 7

子育て講座「陶芸教室」
1 5 7 12

やきいもパーティー
1

12 6 73 2 2 10 105

子育てコミパ
1 3 3 6

クリスマスおたのしみ会 1 9 1 10 2 15 37

7 児童館にて直接受理 57 健全育成問題 23 児童相談所 0
7 児童相談所 0 家庭養育問題 1 保健所 1
0 保健所 0 成長･発達問題 31 子ども支援センター 0

(3)子育て家庭相談・援助 41 子ども支援センター 0 教育問題 0 幼稚園･保育園 0
   活動 1 主任児童委員 0 非行･問題行動 2 小学校 0

1 その他 その他 0 中学校 0
0 総合支援学校 0

高校生 0 その他 クリニック紹介 1

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。
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(5)子育てと健全育成に関
する啓発活動

活動名 実施回数 活　　動　　内　　容 成　果　と　課　題

「京都市家庭ごみ
有料指定袋無料引
換券」の引き換え

随時

「ゆずりますも
らいます事業」

随時 使用しなくなった子育て用品のリサイクル活動
おもちゃや絵本等の寄付の申し出が度々あるので、北区の「子ども服☆リユース事業」を再開
し、北エコまちステーションに回収していただくことができた。来年度は地域の方が実施されて
いるリユース事業と一緒に譲渡会を実施していきたい。

引き換えに来られた親子に児童館を案内、取組を紹介する。
出産された方が児童館を知るきっかけとなる。来館時にしっかりとおたよりを渡し、利用へつな
げていきたい。

「京都市子育て
応援パスポート
事業」

随時 希望者に配布 アプリバージョンを持っている方が多いようで、希望者がいない。

(4)子育てグループを育成
　　・支援する活動

グループ名 構成人数 活　動　内　容 育成・支援内容 成果と課題

0

件数　計

件数 つないだ機関等 件数

乳児
幼児
小１～３年（自由来館）

257
－

57
－

57
－

子どもの年齢件数受　理　及　び　相　談　経　路件数 相　談　内　容

小１～３年（学童）

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

中学生

北図書館の職員によるピアノ伴奏つきブラックパネルシア
ターを楽しむ。

いつもの図書館お楽しみ会がクリスマスの雰囲気満載で楽しめた。

合　　　　計 187 925 15 109 7 5 176 827 0 20 38 2122

講師の指導のもと、好きな陶芸作品を作る。
材料代である参加費を値上げした影響か参加者は減ったが、講師の方が参加者一人一
人の思いを汲んで作品の作り方をじっくりご指導いただけたので、好評だった。

より多くの親子が参加できるよう登録制クラブのない日に
設定し、秋の味覚を味わってもらう。

近隣の小規模保育園も楽しみにされている行事となっている。午前の部では乳幼児向
けの工作や芋ほりあそびを楽しみ、グランドで焼きたての芋をみんなで食べた。

北区の児童館が集まって府立植物園で、紅葉狩りゲームや
ウオークラリーを通して、交流する。

ゲームの中で親子同士で名刺の交換をして話をしたり、他の児童館の場所や職員を知
る機会となったりした。

歯科衛生士さんにお越しいただき、歯の話をしていただ
く。

虫歯予防についてや歯の磨き方、おやつの与え方の他、あごの筋力の発達についての
話もしていただく。参加者が少ないながら、イメージがつかめたと感想があった。

ヨガインストラクターに来ていただき、親子で楽しめるヨ
ガを実演していただく。

絵本を読んだり、子どもとふれあうあそびも取り入れながらすすめてくださり、自分
の体を見つめ直す機会となったと好評だった。次年度は回数を増やしたい。

保健師さんにお越しいただき、乳幼児期のイヤイヤ期につ
いてお話ししていただく。

乳幼児の発達から見たイヤイヤ期の必要性や、乳幼児に対する具体的な言葉掛けの例
も話してくださる。参加者の困りごとにそれぞれ対処方法も示していただけた。
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